
この印刷物は古紙の配合100％の再生紙を使用しています�

連
日
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
後
援
会
ご
父
母
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
後

援
会
活
動
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
大
変
有
り
難
く
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
１７

年
度
総
会
に
て
第
２８
代
会
長
に
選
任
さ

れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
窪
田
政
幸
で
ご

ざ
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
後
援
会
活
動

を
受
け
継
ぎ
、
日
本
工
業
大
学
の
教
育

方
針
に
則
り
、
大
学
を
応
援
し
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
学
生
諸
氏
の
教
養
の
向

上
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
父
母
の
皆
様
に
は
絶
大
な
る

ご
協
力
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
特
別
事
業
は
『
オ

ー
ト
バ
イ
駐
輪
場
の
屋
根
設
置
工
事
』

に
皆
様
の
ご
賛
同
を
得
て
着
工
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
今
現
在
、
駐
輪
場
は

屋
根
が
な
い
た
め
に
近
隣
住
民
よ
り
騒

音
等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
エ
ン
ジ
ン
音
等
を
和
ら

げ
る
素
材
（
ガ
リ
バ
ニ
ュ
ー
ム
）
を
使

用
し
た
屋
根
材
で
施
工
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
完
成
し
ま
す
と
近
隣
住
民
様

と
の
騒
音
問
題
も
解
消
し
、
学
生
達
の

オ
ー
ト
バ
イ
も
雨
に
打
た
れ
な
い
よ
う

に
な
り
ま
す
。ご
父
母
の
皆
様
方
か
ら
、

学
生
達
に
還
元
で
き
大
変
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
事
業
に
な
る
よ
う
励
み
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
は
創
立
昭
和
４２
年
か
ら
３８
年

の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
地
域
別
教
育
懇

談
会
は
昭
和
４８
年
か
ら
３２
年
の
積
み
重

ね
、実
績
が
あ
り
ま
す
。毎
年
地
方
に
本

部
役
員
、事
務
局
、学
科
別
教
授
が
お
伺

い
致
し
ま
す
。現
在
、本
部
及
び
各
支
部

で
開
催
準
備
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
工
業
大
学
事
務
局
協
賛
、
後
援

会
主
催
の
支
部
・
地
域
別
教
育
懇
談
会

が
支
部
主
催
１９
会
場
、
本
部
主
催
４
会

場
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
支
部
長
を
始
め

と
す
る
支
部
役
員
の
皆
様
方
に
は
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
別
教
育
懇
談
会
は
、
日
本
工
業
大

学
か
ら
各
学
科
の
教
授
を
お
迎
え
し

て
、
教
授
か
ら
大
学
の
概
要
な
ど
説
明

し
て
頂
き
、
個
人
面
談
も
行
な
わ
れ
ま

す
。
ご
子
息
、
ご
子
女
の
成
績
表
を
参

考
に
単
位
の
取
得
状
況
と
卒
業
に
向
か

っ
て
の
勉
強
の
有
り
方
と
就
職
状
況
等

に
つ
い
て
も
説
明
し
て
下
さ
い
ま
す
の

で
、
ご
父
母
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く

ご
参
加
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
同
士
の
出
会
い

は
人
生
最
大
の
宝
物
で
す
。

各
地
区
１９
支
部
の
支
部
長
と
支
部
役

員
、
本
部
役
員
、
大
学
事
務
局
が
協
力

し
、
ご
参
加
ご
父
母
の
説
明
書
類
、
名

札
等
を
ご
用
意
し
て
、
各
支
部
で
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
懇
談
会
終
了

後
は
、
大
学
側
、
支
部
役
員
と
ご
参
加

ご
父
母
と
の
懇
親
会
も
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
会

場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

地
域
別
教
育
懇
談
会
の

開
催
日
程
が
決
定

今
年
も
九
月
三
日
か
ら
十
月
二
日

に
か
け
て
、
本
会
の
最
大
事
業
で
あ

る
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
で
は
、
大

学
よ
り
先
生
方
が
直
接
、
各
地
域
の

会
場
に
出
張
し
、
大
学
の
近
況
報
告

や
教
育
方
針
、
学
生
生
活
や
就
職
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
る
会
員
に
は
、

ご
子
息
・
ご
子
女
の
成
績
表
を
も
と

に
、
個
別
面
談
を
行
い
ま
す
の
で
、

一
対
一
で
直
接
先
生
に
相
談
が
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
会
員

の
皆
様
に
は
、
ま
ず
は
是
非
と
も
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
別
教
育
懇
談
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
�
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新
会
長
ご
挨
拶会長 窪田 政幸（Ａ４

兵庫）

平成１７年度地域別教育懇談会開催日程一覧（予定）
対 象 地 域

山形県・宮城県
秋田県
栃木県
茨城県
群馬県
富山県・石川県・福井県
山梨県
千葉県
福島県
青森県
長野県
広島県・山口県・島根県
岡山県・鳥取県
岩手県
沖縄県
愛知県・岐阜県・三重県
新潟県
大阪府・兵庫県・京都府・奈良県・和歌山県・滋賀県
九州
静岡県
四国
北海道
東京都・埼玉県・神奈川県

※開催日及び会場は、都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支部のない地域は本部）より各会員宅に郵送されます。

開 催 会 場
オーヌマホテル
協働大町ビル
ホテル丸治
つたやホテル
マーキュリーホテル
メルパルク金沢
ホテル春日居
プラザ菜の花
清稜山倶楽部
青森グランドホテル
佐久平プラザ２１
広島グランドインテリジェントホテル
津山国際ホテル
未定
琉球サンロイヤルホテル
名古屋市民会館
長岡グランドホテル
ホテルニューオウミ
サンライフホテル１
静岡商工会議所
ホテルサンルート高知
ホテルサンルート札幌
大 学

開 催 都 市
山 形 市
秋 田 市
宇 都 宮 市
筑 西 市
前 橋 市
金 沢 市
春 日 居 町
千 葉 市
郡 山 市
青 森 市
佐 久 市
広 島 市
津 山 市
花巻市（予定）
那 覇 市
名 古 屋 市
長 岡 市
近江八幡市
福 岡 市
静 岡 市
高 知 市
札 幌 市

主 催
蔵 王 支 部
秋田県支部
栃木県支部
茨城県支部
群馬県支部
北 陸 支 部
山梨県支部
千葉県支部
福島県支部
青森県支部
長野県支部
西中国支部
東中国支部
岩手県支部
沖縄県支部
東 海 支 部
新潟県支部
近 畿 支 部
本 部（九州）
静岡県支部
本 部（四国）
本部（北海道）
本 部（近県）

開 催 日
９月３日�
〃

９月４日�
〃
〃
〃
〃
〃

９月１０日�
９月１１日�

〃
〃
〃

９月１７日�
９月１８日�

〃
〃
〃

９月２４日�
９月２５日�

〃
〃

１０月２日�
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支
部
総
会
の
報
告

次
の
四
支
部
に
お
い
て
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
支
部
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

四
月
十
七
日

青
森
県
支
部

新
支
部
長

新
渡
戸
道
久
（
Ｃ
３
）

五
月
十
四
日

蔵
王
支
部

新
支
部
長

武
田

功
（
Ｍ
３
）

五
月
十
五
日

栃
木
県
支
部

新
支
部
長

矢
板

利
一
（
Ｅ
４
）

六
月
四
日

福
島
県
支
部

新
支
部
長

梅
宮

昭
（
Ｍ
４
）

６
月
２５
日
�
、
大
学
に
て
恒
例
の
「
新
任
理
事
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
就
任
し
た
今
年
度
の
新
任
理

事
の
内
２７
名
が
参
加
。
柳
澤
学
長
、
渡
辺
副
学
長
（
兼
教
務

部
長
）、
鈴
木
学

生
部
長
、
藤
田
総

務
部
長
よ
り
、
各

分
野
に
関
す
る
講

義
を
受
け
ま
し

た
。
昼
食
は
、
学

食
の
定
食
を
試

食
。
学
内
見
学
を

終
え
た
理
事
た
ち

は
、
素
晴
ら
し
く

充
実
し
た
施
設
設

備
に
改
め
て
感
動

の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

６
月
１２
日
�
、大
学
学
友
会
館
に
て「
支
部
連
絡
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
柳
沢
学
長
と
大
場
入
試
室
長
に
も
ご

臨
席
い
た
だ
き
、
梅
宮
地
方
事
業
委
員
長
の
議
事
進
行
に
よ

り
、
全
国
よ
り
集

ま
っ
た
支
部
長
が

「
地
域
別
教
育
懇

談
会
」
の
成
功
に

向
け
て
前
向
き
に

意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。
よ
り
充
実

し
た
教
育
懇
談
会

に
し
よ
う
と
、
各

支
部
と
も
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
大
変

努
力
さ
れ
て
い
る

様
子
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

日本工業大学後援会のホームページが４月１
日よりリニューアルいたしました。いっそう読
みやすく、充実した構成になっております。是
非ご覧いただき、ご活用ください。

http : //nitkouenkai.jp/

去
る
五
月
二
十
二

日
�
午
後
一
時
よ

り
、
大
学
学
友
会
館

ホ
ー
ル
に
て
平
成
十

七
年
度
後
援
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
一
四

七
名
の
会
員
が
出
席

（
委
任
状
出
席
一
七

七
五
名
）。
中
島
副

会
長（
Ｃ
卒
・
埼
玉
）

を
議
長
に
選
出
し
て

議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
平
成
十
六
年
度
事
業

報
告
」
を
大
場
副
会
長
（
Ｍ
４
・
神
奈

川
）
よ
り
、
第
二
号
議
案
「
平
成
十
六

年
度
決
算
報
告
」を
松
岡
財
務（
Ａ
卒
・

静
岡
）
よ
り
、「
同
監
査
報
告
」
を
早

坂
監
事
（
Ｅ
４
・
宮
城
）
よ
り
報
告
。

続
い
て
、
第
三
号
議
案
「
平
成
十
七

年
度
事
業
計
画
案
」
を
窪
田
総
務
（
Ａ

４
・
兵
庫
）
よ
り
、
第
四
号
議
案
「
平

成
十
七
年
度
予
算
案
」を
梅
宮
総
務（
Ｍ

４
・
福
島
）
よ
り
提
案
。
一
括
審
議
の

上
、
拍
手
に
よ
り
了
承
。

続
い
て
第
五
号
議
案
「
理
事
・
監
事

の
銓
衡
」
は
、
青
木
銓
衡
委
員
長
（
Ｅ

卒
・
茨
城
）
に
よ
り
、
銓
衡
委
員
会
に

よ
る
銓
衡
結
果
を
報
告
。
理
事
候
補
者

一
一
五
名
、
監
事
候
補
者
二
名
が
提
示

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
員
が
満
場

拍
手
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、役
員
選
出
が
審
議
さ
れ
、

会
長
に
は
窪
田
政
幸
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
十
七
年
度
後
援
会

役
員
名
簿
は
三
頁
に
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。こ

の
後
、
約
一
時
間
の
学
内
見
学
を

行
い
、
午
後
四
時
、
再
び
一
同
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
食
堂
に
会
し
、
全
国
か
ら

訪
れ
た
会
員
ら
が
懇
親
を
深
め
る
中
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
は
窪
田
政
幸
氏（
Ａ
４

兵
庫

）が
就
任

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののののホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジがががががががががががががががががががががが
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

定期総会を開催
度年１７成平

支
部
連
絡
協
議
会

新
任
理
事
研
修
会

渡辺副学長の講話を熱心に聴く新任理事の皆さん

大場入試室長からは学生募集に関して
支部との連携を呼びかけ

平成１６年度事業報告をする大場副会長
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平成１７年度後援会役員名簿（敬称略）

三重県

福島県

埼玉県

兵庫県

栃木県

青森県

熊本県

青森県

栃木県

福島県

広島県

山梨県

岐阜県

東京都

北海道

和歌山県

京都府

静岡県

沖縄県

富山県

岡山県

神奈川県

長野県

山形県

青森県

長野県

埼玉県

長野県

秋田県

埼玉県

富山県

埼玉県

千葉県

神奈川県

埼玉県

大阪府

山梨県

青森県

千葉県

佐賀県

北海道

京都府

東京都

高知県

千葉県

埼玉県

E２

E２

E２

E２

E２

E２

E２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

A２

S２／C２

S２

S２

S２

S２

S２

S２

C２

C２

C２

M１

M１

E１

A１

A１

A１

A１

A１

A１

A１

A１

S１

C１

C１

総務課員

神戸 和幸

桑野 英俊

逆井 洋一

瀧元 敏夫

對馬 博幸

中屋敷光男

福浦 廣行

坂井 葵

猪股 松男

遠藤 義紀

大谷 理恵

芝垣 直秀

住 宏夫

田村 博之

手嶋 猛

中嵜 博昭

仲原 正一

中山 晃一

比嘉 勝雄

藤井 博康

横田 幸男

川島 敬司

小林 寛勝

笹木 庄伍

澁谷 幸雄

中山 幸恵

野口 裕

湯澤 良雄

古家 富則

小林 正博

野崎三枝子

早川 潔

林 忠夫

長谷島寛子

井出 健次

伊藤 茂

伊藤 正実

小山内 悟

曾根美知子

中島 構治

西野 秀樹

舩越 正明

濱田 敬子

大野 雅彦

門口 満

飯島 貴子

M（機械工学科）、E（電気電子工学科）、A（建築学科）、S（システム工学科）、C（情報工学科）
地＝地方事業委員（支部長） 特＝特別事業委員 サ＝サービスセンター連絡協議会委員
○印＝委員長、サービスセンター役員

特

特

特

特

特

特

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

事務局

長野県

富山県

山形県

静岡県

千葉県

静岡県

神奈川県

茨城県

福島県

沖縄県

群馬県

群馬県

茨城県

鳥取県

新潟県

山形県

秋田県

新潟県

福島県

千葉県

茨城県

山形県

千葉県

福島県

石川県

島根県

滋賀県

山口県

秋田県

群馬県

東京都

栃木県

静岡県

埼玉県

山梨県

東京都

栃木県

秋田県

岩手県

茨城県

群馬県

富山県

岡山県

石川県

茨城県

新潟県

茨城県

A４

A４

A４

A４

A４

A４

S４

S４

C４

C４

C４

C４

M３

M３

M３

M３

M３

M３

M３

M３

M３

E３

E３

E３

E３

A３

A３

A３

A３

A３

A３

A３

A３

A３

A３

A３

S３

S３

S３

C３

C３

C３

M２

M２

M２

M２

E２

土屋 薫

常本 幸晴

中川 清美

長谷川直樹

更田八重子

藤川えり子

嵯峨野良一

�野 寛治

菊池 章文

照屋 保徳

�井 久子

�田 季子

川村 龍雄

木師 正徳

轡田美佐雄

武田 功

平川 光雄

星 良吉

武藤 裕一

保川 信晴

山田 章

舟山 好栄

飯田 正己

鈴木 宏

山口 武文

淺野 優治

梅村 孝男

柿本 千春

木村 雅彦

木村 直美

杉林 民子

鷹箸 憲一

�村 和成

立花 正男

望月 眞仁

井上 高嗣

小林 栄治

菅原日佐男

蘓武 時光

鈴木 稔

堀込 勝廣

山下 茂樹

芦田 輝数

北 宏

土田 静子

永野 正人

青木 光一

地

地

地

地

地

地サ

地

特地

サ

特

サ

サ

特

地

地

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

埼玉県

埼玉県

三重県

岩手県

滋賀県

宮城県

山形県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

沖縄県

岩手県

静岡県

埼玉県

香川県

山形県

東京都

埼玉県

埼玉県

兵庫県

福島県

神奈川県

宮城県

神奈川県

青森県

埼玉県

東京都

埼玉県

埼玉県

岐阜県

沖縄県

岩手県

愛知県

山梨県

長野県

大阪府

新潟県

山形県

長野県

埼玉県

新潟県

鳥取県

栃木県

栃木県

福島県

秋田県

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

元会長

前会長

学長

総務部長

A４

M４

M４

E４

C３

C３

総務課長

S３

S３

経理課長

A４

C２

M４

M４

M４

M４

M４

M４

M４

E４

E４

E４

E４

E４

E４

A４

A４

飯田 薩男

星 新作

森川 大成

寺沢 一雄

野田 繁男

中野秀次郎

佐藤 宗一

沼尻 芳治

原田 敬司

秋葉 一彦

冨永京太郎

金城 英三

神山 英一

田川 鋭治

佐藤 建夫

佐藤登美雄

滝口 和喜

寺嶋 佳章

柳澤 章

藤田 則夫

窪田 政幸

梅宮 昭

大場 信夫

早坂 正実

岩本由紀夫

新渡戸道久

渋谷 龍美

佐伯みち子

竹村美喜雄

倉島 清隆

今井 潔志

知花 賢良

小田島俊幸

神尾 清秋

志村 和夫

土屋 稔

眞柴 周作

山賀 淳

山川 義博

白鳥恵美子

杉田 幸男

田中 博康

原 節雄

矢板 利一

吉永 能成

青木 昭寿

木村 鉄二

○サ

○地

○特○サ

○サ
地

特地

地

地

地

地

地

特

特

地

特

地

顧問

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

相談役

後援会担当部長

会長

副会長

〃

〃

総務

〃

〃

財務

〃

〃

監事

〃

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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平
成
十
七
年
三
月
五
日
�
後
援
会
会

報
第
六
十
八
号
発
行

三
月
二
十
日
�
学
位
記
授
与
式
（
後

援
会
よ
り
卒
業
生
に
記
念
品
贈
呈
―

シ
ス
テ
ム
手
帳
）（
大
学
院
卒
業
生

に
記
念
品
贈
呈
―
修
士
課
程
に
は
電

波
目
覚
ま
し
時
計
、
博
士
課
程
に
は

名
刺
入
れ
）

三
月
二
十
五
日
�
教
職
員
退
職
者
送

別
会

三
月
二
十
八
日
�
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

竣
工
式

三
月
二
十
九
日
�
〜
四
月
一
日
�

健
康
診
断

三
月
三
十
日
�
会
報
新
入
学
記
念
特

集
号
発
行

平
成
十
七
年
度

四
月
一
日
�
「
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
」、

「
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
」
開
設

四
月
二
日
�
平
成
十
七
年
度
入
学
式

（
後
援
会
よ
り
新
入
生
に
記
念
品
贈

呈
―
男
子
に
は
ネ
ク
タ
イ
、
女
子
に

は
ス
カ
ー
フ
）

四
月
三
日
�
専
門
職
大
学
院
入
学
式

四
月
四
日
�
大
学
院
入
学
式

四
月
九
日
�
授
業
開
始

四
月
十
日
�
監
査
、
役
員
会
、

理
事
会
、
銓
衡
委
員
会

四
月
十
七
日
�
青
森
県
支
部
総
会

（
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

五
月
十
四
日
�
蔵
王
支
部
総
会

（
緑
水
亭
）

五
月
十
五
日
�
栃
木
県
支
部
総
会

（
ホ
テ
ル
丸
治
）

五
月
十
六
日
�
体
育
祭

五
月
二
十
二
日
�
平
成
十
七
年
度
定

期
総
会
、
銓
衡
委
員
会
、
理
事
会
、

新
旧
理
事
歓
送
迎
会

五
月
二
十
八
日
�
学
生
総
会
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
株
主
総
会

六
月
四
日
�
福
島
県
支
部
総
会

（
清
稜
山
倶
楽
部
）

六
月
十
二
日
�
支
部
連
絡
協
議
会

六
月
二
十
五
日
�
新
任
理
事
研
修
会

六
月
二
十
九
日
�
第
９８
回
学
園
創
立

記
念
式
典
（
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
）

七
月
三
日
�
工
友
会
総
会

七
月
八
日
�
役
員
会
（
梨
木
温
泉
）

七
月
九
日
�
〜
七
月
十
日
�
理
事
会

（
越
後
湯
沢
温
泉
）

七
月
十
六
日
�
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

協
賛
者
名

学
生
名

学
科

青
森
県

哘

彰
夫
（
綾
香
）
建
築

松
木

正
人
（
公
平
）
情
報

茨
城
県

川
部

安
夫
（
祐
一
）
機
械

萩
原

修
（
成
知
）
シ
ス
テ
ム

生
沼

輝
男
（
将
実
）
情
報

石
川

幸
夫
（
禄
美
）
情
報

岩
手
県

石
丸

昌
宏
（
裕
之
）
情
報

群
馬
県

森
田

誠
（
正
樹
）
情
報

木
村

龍
司
（
知
恵
里
）
建
築

埼
玉
県

秋
山

清

（
誠
）

機
械

池
田

広
（
広
一
）
機
械

黒
田

登
（
雅
人
）
機
械

相
良

幸
夫
（
芳
一
）
機
械

井
関

次
剛
（
篤
志
）
建
築

深
井

和
男
（
恵
理
）
建
築

横
田

芳
之
（
直
之
）
建
築

浅
子

治
久
（
祐
治
）
シ
ス
テ
ム

阿
部

要
（
幸
平
）
シ
ス
テ
ム

小
宮

清
治
（
光
貴
）
シ
ス
テ
ム

高
橋

和
美
（
和
也
）
シ
ス
テ
ム

渡
辺

行
夫
（
知
明
）
シ
ス
テ
ム

井
上

慎
一
（
直
樹
）
情
報

植
草

正
（
冬
城
）
情
報

内
田

安
（
幹
夫
）
情
報

神
田

和
男

（
卓
）

電
気
電
子

齋
藤

尚
美

（
充
）

電
気
電
子

寺
田

治
司
（
周
平
）
電
気
電
子

静
岡
県

菅
沼

和
夫
（
明
菜
）
建
築

冨
井

久
雄
（
雄
一
郎
）
情
報

千
葉
県

佐
藤

正
典
（
陽
亮
）
情
報

渡
辺

恵
司
（
功
司
）
シ
ス
テ
ム

東
京
都

雨
宮

健
二
（
容
平
）
機
械

五
木
田

衛
（
充
弘
）
機
械

田
島

敏
正
（
正
知
）
機
械

加
納

宏
雄
（
健
至
）
建
築

中
尾

博
保
（
勇
太
）
建
築

落
合

望

（
領
）

シ
ス
テ
ム

木
下

英
明
（
智
裕
）
シ
ス
テ
ム

鈴
木

孝
行
（
孝
親
）
シ
ス
テ
ム

高
橋

進
（
真
之
）
シ
ス
テ
ム

竹
之
内
弘
美
（
将
光
）
シ
ス
テ
ム

松
本

良
之

（
秀
）

シ
ス
テ
ム

小
石

洋
一
（
直
也
）
情
報

佐
藤

勝
行
（
嘉
雄
）
情
報

下
川

洋
司
（
祐
平
）
電
気
電
子

杉
本

清
一
（
賢
一
）
電
気
電
子

富
田

久
志
（
健
太
郎
）
電
気
電
子

中
村

巌
（
誠
文
）
電
気
電
子

花
村

嘉
彦
（
尚
希
）
電
気
電
子

栃
木
県

小
林

和
代
（
晃
徳
）
建
築

鯉
沼

一
良
（
亮
介
）
情
報

永
沼

隆
（
康
史
）
電
気
電
子

長
野
県

太
田

一
英
（
恵
介
）
電
気
電
子

塩
野
谷
節
夫
（
三
裕
）
電
気
電
子

新
潟
県

轡
田
美
佐
雄
（
俊
文
）
機
械

竹
田

正
博
（
秀
和
）
機
械

宮
川

久
雄
（
智
史
）
建
築

井
上

廣
志
（
彰
之
）
電
気
電
子

福
島
県

安
田

広
子

（
翔
）

機
械

鈴
木

清
宣
（
俊
平
）
機
械

武
藤

裕
一
（
慎
吾
）
機
械

佐
川

修
（
浩
司
）
建
築

星

雅
晴
（
規
夫
）
シ
ス
テ
ム

宮
崎
県

武
本

邦
博
（
悠
介
）
情
報

山
梨
県

櫻
田

茂
（
茂
雄
）
電
気
電
子

―
以
上
６５
名
、
敬
称
略
―

日
本
工
業
大
学
育
英
資
金
協
賛
芳
名
録

毎
年
、
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
本
工
業
大
学
育
英
事
業
の
募
金
に
絶
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
賛
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
各
位

の
お
名
前
を
掲
載
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
ま
し
た
方
々
は
、
平
成
十
六
年
六
月
一
日
よ
り
平
成

十
七
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
振
り
込
み
さ
れ
た
方
々
で
す
。

� TEL

学科学年

学籍番号
相談票
学 生
氏 名

会 員
氏 名

連絡先

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成

績
・
生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、

ご
意
見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な

か
ぎ
り
回
答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

後後
援援
会会
行行
事事
抄抄
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